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はじめに 

ぼくは 今年の 夏、 この 本の 企画 編集に たずさわって いる パ シフ ィカ 編集部と 波 乗 社の スタッフ 
といっ しょ に、 日立 製作所の 中央 研究所へ 行っ てきました。 

ぼくに コン ヒユ ー タをテ ー マに _ i た マンガ を 力 力せ ようとい う わるた くみ" なのです 

研究所の 会議室に 通され、 しばらく すると 《博士》 が やって きました。 ぼくに コン ピユ— 夕は 
なにかと いう ことを 教えて くれる、 日立 製作所の 先生です。 

黒板の 前にす わっ て、 ぼくは コチ コチに 緊張して いました。 ところが、 やって きた 先生は、 開 
口 一 番、 

「赤 塚 先生、 ぼく も 昔は マン ガ家 になり たいと 思って いたんで すよ。 けっきょ く、 絵が うまく 
ならな かった ので、 エレクトロニクスの 研究者に なって しまったん です" ほら、 その 証拠に、 ぼ 
くの コン ピユー タに 関する 著書には マンガ の カットを 入れました。 だから 今日は 楽しみに してい 
たんです」 

とおっ _ 一 ゃる のです。 

ホツと ^ ^ ま ^ 一 た。 よ 力っ た よ 力っ た これで わ 力らない ことは なんで も 聞け るぞ 

なん 時間 かの 講議の あと、 先生に つれられて 実物を 見学に 出かけました。 


最初に 見せられた のは、 日立が 開発した 一 号 機です。 もちろん、 あのな つかしい 数百 本の" 真 
空 管〃 で 作られた ものでした。 

「真空管が 一本で も 切れて しまえば、 まったくの 役立たず、 使いこなす だけで 大蛮だ ったんで 
す。 これと 較べたら、 今、 子供たち が 使って いる 電卓の ほうが' 性能は ずっと 上です ね」 

その 貞空管 の 欠 iw を ヵ ハ ^ 'する ために もう 一台の アナ ロ ク計 算 機を ドッキングした 《ハ イブ 
リッ ド 計算機》 が あったの にも 驚きました。 

ぼくの 友人で ジャズ. プ レーヤ ー の 坂 田 明が、 セイコー の 腕時計 ハイブリッドの CM に 出演し 
て、 

「 /5 チョ - — チョ— ッ 」 

と 奇声を 発し 話題に なって いたから です。 

1 C が 開発され る 前に' 東大の 教授が 研究 製作した、 ダ イオ— ドと 呼ばれる ものを 使った 計算 
機 も ある。 

「七 年から 八 年 も かけて 作った のに、 これが 作動す る ころには' 半導体が 出現して きたた めに 
ダイ オー ドは けっき ょく 使われ なくなつ てし まつた」 といい ます 

博物館の ょうな コン ピ ユータ 展示 室を 出て、 最新 型の 置いて ある 部屋へ も 行きました。 端末機 
が 置いて ある 部屋は、 プリンター が にぎやかに 作動し、 研究員が、 いそがし そうに 行きき してい 


しかし、 いったん 電算機 本体が 置かれて あると ころへ 入る と、 ヒン ヤリ とした、 薄暗い 倉庫に、 
ズラッ と 大きな 金属の 箱が 並んで、 静かな うなりを 発して いる だけ^ ^ 。 

これが、 信じられない ほどの 超スピ I ドで、 ぼうだいな 計算 や 情報処理を している の だと 思う 
と、 不思議な 戰 りつを おぼえます。 

ぼくら 一行は、 学習と 見学を 終える と、 研究所の 庭へ 出ました。 広大な 林が ひろ 力っ ていて 
曲りくね った 道を 散歩しながら、 先生の お 話を うかがう…… すると、 たくさんの 鯉が 泳ぐ 池に 出 
ました。 

先生が ポンポンと 手を 打つ と、 赤い 背を 見せて 鯉が 岸辺に 集まっ てきます。 

そして 夏の 夕立。 

T くらは、 そばの あずまやに 人っ て、 さらに 先生へ、 コン ピユ —夕 に関する 質問を 浴びせ まし 

> 1 0 
た 

フ ：… そう、 コン ピユ ータ は、 やらせようと 思えば なんでもやら せる ことができる てし ょうね。 
ロボットだろう が' グラフ ィッ クスだろう が、 その 可能性に 限界は ない。 しかしけ っきょく、 そ 
れを 作る の も 使う の も わたしたち 人間です。 人間の 生活の 役に立たぬ ものは、 どんな 性能が あろ 
うと も、 ^ ^ y ないように M えます ね。 ようするに ユ ヵタが けで ビー ルで も 飲みながら』 メ軽に 



コン ピユ ー タを 生活の 中で 使える ようにして いくの か、 わたしたちの 仕事です よ」 

先生は そう おっし ゃい ました。 

まさに そのと おりで しょう。 最先端の 研究者たち は、 超 LSI から ジョセフソン 素子の 実現へ 
むかって います。 そして ガリウムを 使っ たもの もい ずれ 実用化す ると 聞きます。 それらが 一体 ど 
んな もので どんな 1® きをす る ものな の 力。 まるでな にも わからずに ぼくは この 作品を A きよ 
じめ ました。 

最初の コン ピユ ータ はどうい うきっ かけから 作られる ようになった のか？ 

「機械語」 とはなん なのか？ 

プログラミングと ± ? 

ぼく か存 ってし る ひとつひとつの もっ とも 素^！ な 疑問を ぼく 自 # で 調べ、 ぼくに 答える と 
ころから、 探険を はじめた のです。 

その 結果が、 こうして 一毗の 本に なりました。 ですから これは、 n ンピ ユータ 大陸 探険 日記で 
すね。 ■ 

素晴らしい コン ピユー タを、 ぼくたちの 車 や 自転車の ように 気軽に 使いこなす 時代が、 すぐ そ 
ばに やって きています。 

この 本は、 あなたが、 その 第一の 扉を あける ための キッ ヵケづ くリの 、お手伝いを します。 

さあ あなた も コン ヒユ ^ ^ 夕を 「食べて 【みませぐ か。 
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生 

誕 

の 

夕 




X 



計算機が 
作られる 
もとの 考えを 


つきの 四 人に 
代表され る 


章 


電子計算機は 二進法 原理 


® 子 回路に よつ て 行われる 
ベき ことを 勧告した 



こうした 自動 計算機の 可能性 
を 理論的に 実証した のは 


ly ンク 


九 三 六 年に 彼は 「チ ュ 1 リン 
•マシン」 という 考えを 発 


している 


:た H 一ー アツ クは 十進法で 



I 















演算 装置 


王 記憶装置 


制御装置 



記憶 



入力装置 




















« ソ ."3 


H 


v .： 




mr 


奪 




ータの 誕生な の だ 


イエス か ノーか 
の 世界 ニ ヤロメ 


実験で 
わかる よう 
オンと オフ 


電流が 

流れて いるか 
いない か I 
といぅ 性質が 
ある 
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2 進 法 


10 進 法 


英語 
数字 
カタ * ナ 

その他の 
特殊 記号を 
表現す るには 
七 ビットが 
必要なん だよ 





チビ ツト 

むずかしくな つて 
きたの だ 


この 

組み合わせの 

ことを 

「 n . ^ KJ 

という 



そして 
二進法の 
一衍 のこと を 
「ビ う卜 」 と 

よぶ ニヤ n メ 



あれと 同じ 
よぅに 
〇 と一の 
組み合わせに 
あらかじめ 
意味を もた 
せて おけば 

いい ニ ヤロメ 


戀 — J 






無線電信の モ丨 ルス 
信号 も 「トン， 一 「ツ IJ の 組み 
合わせで どんな 文章で も 
おくれる だろ 



四 ビット 
ぁれば 
二の 四 乗で 
十六 種類の 
情報が 
表現で きる 
んで すね 
ワンワン 




ー タの睡 生な の だ 


シリコン J ケイ^ T ゲルマニウムと 並ぶ、 典 ^ 1 -! 的な 半 ^ 沐 6 地殻 中の 主要 成分で， 酸素 
についで 多 ; t t に 存在す る。 商 純度の ケイ ^ は I 半 海 体 a 子と して 用いられる " 呀 子 ffr 号 14 。 


こ ラい、？ 

わけで 

n ンピユ —夕に 

計算す るよぅ 
命令す るた めに 
コン ピユ I 夕 専用の 
「機械語」 が 作ら 
れ た ニ ャ D メ 


圓 



章 


でも 

故障 ばかりして 
いては 役に たた 

ない の だ 


そこで 
真空管の 
かわりに 
安定感の ある 

シリ n ンや 

0 

ゲルマニウム 

を 使う こと 力 

考えられた 


これらは \ 
「半導体」 
ともい われる 

ニ ヤロメ 



半導体 
つてな に 9 



IE 


ある 種の 
条件に ょっ て 
電気を 通したり 
通さな かったり 
する 奇妙な 
性質を もった 
物質の こと ニ ャ 

/T 、 


ゲルマニウム 原于番号 32 。地表に広く分布してぃる典吧的な半埤体。やや#みがか 
呒臼色 の 硬い 金城で、 ダィヤモンド ^ 撾 造を している" 
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IB 


空 


ロ グラム 

■纽 

HR 


マイクロ セ カン 


セ カン 


処 J 里 スビー 



記憶素子 


USSC 


UNIVAC- 


1958 年 


951 年 


発表 年度 


二世 代 


一世 代 


ン ビュー タの 誕生な の だ 


第 2 章 




このよぅに 

n ンビユ ー タの 

性質が ^ 

クツ キリと / 

ちがう ことを 

世代の ちがいと いうの ニ ヤ 


その 

世代とは 
なんな のです か 
7 ン 7 ン 




下の 表を 
みて み ニ ャ 
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ュータ つて どんなし くみな の だ？ 


■ 




jtt^BiMHM 

MiBaa 



SBHni 


小さな 足 力け こく さんつ いた ゲジ ゲジ のよう な 部品が いっはい ならんで 
いるんで やん す 



そう ニ ヤ 


マイコンの 

キ ーボー ドの 部分の 
ふたを とつて みよぅ 



3 

Ik 



のせられる 
電子計算機は 
三十 トンの 
エニ T ックに 

匹 .敵す るよう に 
なつた の ニ ヤ 


K 

A^y 

ぎ 


だから j 
電卓 も 一 
できたん だね 


こぅして 
コン ピユ ー タは 
「第三 世代」 に 
X つた ニャ ロメ 








つて どんなし くみな の だ？ 


この ゲジゲ ジ (チップ) 
の 中で いちばん 重要な 
ものが / 
中央処理装置 j 
(CP U ) ニヤ y 
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_ 


論 


この 数 センチの 
チップの 中央に 
五 ミリ 角ぐ らいの 
平べ つたい 部品が 
あるん ニ ヤ : Q f 


それを 

拡大して 

みよう 
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uunlli 
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この ① CPU の 
ほかに 
マイコンには 
つぎの 三つの 班が 
ある ニヤ ロメ 



思いだ そぅと 
しても 
忘れられ 
なぃのだ 1! : ; 



¢2) メモリー {記憶装置} 

@ i\ o 

® インタ I フエ ー ス， 


一ー ヤロメ 




電気信号で I 
おくられて くる 
命令に したがつ て 
計算して ふたたび 
電気信号で 
おくりた すだけ 
なんだ ね 



鋒 








■PH 



Bm 




«> 


钃 




h ^ h ! 


ら待 こま そ ^ 
んっ しどん 
なて くろな 

い 十つ 


ユー タ つて どんなし くみな の だ？ 



そこで 
メモリ I を 
作つ たの ニヤ 


CPU に 命令を 
fe v * るのは O N 丨 O F F の 
スイ ツチを たくさん 用意して 
それを 人間が パ チバ 
ひねつて やつても 
いいん-ー ヤ 




ところが | 
あっしは 一 
ひとつの 命令を 
百 万分の一 秒で 
やつて しまう んスよ 


実行 させたい 
命令を 
あらかじめ 
メモリ 丨に 
覚えさせて 
おき 



V 


あとで 
CPU ^ 
それを 

頃 こ 

読み だす 
んニャ 
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この メモリ C 

一個に 

一万 六 千から 
六 万 六 千 ビット 
もの 情報が I 


L ぬ 


スィッチの 
状態 や 
電気 容 * の 
大小と いう 
かたちで 
記悚 されて 
いるん ニヤ 


ンリ I * メモ” 1 の 略。 続み だし # 用の メモり I て 電源 か 
，、いる 不揮発性の メモリ—。 


電源が 

切れれば I 
記憶は 

消えち やうんだ ね 


(ラム) ランダム. アクセス* メモり— の 略。 詉み だしと 1¢ きこみの 両方が てき 
リー で、 ® 源が 切れる と、 記惊内 容が m える 揮発性の 半導体 メモリ—。 


でも 
新たに 
別の 情報を 



わたしは 

マイコンの 
電源を切つ て も 
情報は 記馆 して 



ROM t a ム) リ — ド. 
切れても、 その内 斿が 残つ 







マ ふ 
イ つ 
コラ 

ン の 

で 

は 





くみな の だ 


ータ つて どんな 



キ I ボ^ ^ ドは 
入力装置 




の 

出力装置 
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H 


ベーシック （ BASIC ) 

フォート ラ ン はわず か〗 2 語の 基本 単語を 
おぼえる だけで プロ グラムを 作る ことができる 
ベーシックは その 丨 2 語と よく にた 20 語 ほどの 
言語で 人と コンピュータが 会話しながら プロ 
グラムし ていく 会話 型 フォート ラ ン語 である。 


_/1\ 

アセンブラーは 機械 
ごとに よってち がう 
ので 他 機種に 流用で 
きない 


コ ン パイ ラー 言語 4- 

(そこで どの 計算機に も 
通用す るよう な 言語を 考えた 
計算機 用 人工語） 


アセンブラー 言語 

(数字 ばか りでは 人が 読む 
のは むずかしい。 そこで 
アルフ アベ ッ トの 組み合 
わせに おき かえて 記号 化) 


数字 ばか りの、 
プログラム > 


ータ つて どんなし くみな の だ？ 


第 3 章 


n ンビ h I 夕 
言語には 
こん ニ ャ 

LLJII 14333 f 

a s * 

ある ニヤ ロメ 




わしら だつ て 
とくべつな 
言葉を 
もつ てる 
の だ 


メの 

ヤ 




人生は 
つれぇ で 

やん す 
やん すから 
金 ほしいで 
やん す 








M 


キョン 語 
なの だ 


_ 


■ 




ミ— の 

お フランス 調が 
お 上品 
ざん すょ 

〇 へ 


國 


9 


フ ヒヨヒ 





sl ^ss 一一 








mam 

lM 


m 
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■漏 

m 




あ レ 


- 夕 つて どんな しくみな の だ 


3 章 コンビ 


し S 丨 を 
じきじきに 
取り調べ て 
みるの だ 



コン ピユ ータも 
いろいろな ^ 
言葉で I 
記镱した〇 1 
させられたり 
している 

ニ ヤ ロメ 



しかし 0 
ど ラして 

機械が - 
記 It して 
いられる の？ 


¢6) , /包 


/ , 


テ^ ブ 

レコ— ダ ー の 
テ ーブを 
思いだ して 
み ニヤ J 

//I / \ 


タヨ 1 ンの 
おじさん も 
いるん 
ダ 







最初に 書き こみ 
アドレス 線に 
電流を 流す と 
トランジスタ T 力 

す \ 

「 ON 」 に ニヤ D 
書き こみ デ I 夕 線の 

電圧を コンデンサ C に 
おくりこむ ニ ヤロメ 


コンテ ンサ C に 
高い 電圧が たくわえ 
られ ている ときを 一 
低電压 では 〇 にして 
記憶させる ニヤ ロメ 


書き こみ テ ー タ 線 



? 

だ 

の 

な 

み 

< 

し 

な 

ん 

ど 

て 

0 

夕 


その 時 
高い 電 任が 
流れれば… 


麗 



コンデンサ C に 
たくわえて ある 
電気は 

「静電気 こ I ヤ 





i 


一 




だね 


ふつうの 
家庭で 使う 
「動 ® 気 J とは 
ちが うんだ ね 


つまり 

記憶が 

どの位 置に \ 
しまわれて k 
あるかを 

「コンビ ュ—夕 の 
番地」 で 示した 

もの ニヤ ロメ 


電流を 流す と 
L が 「 O N 」 - 
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内部に 

たく わ』 又ら れて 
いる 電圧が 
読み だし 
デ— 夕線に 流れ 
たして^^ る 


B 






なの だ 




國 


國 


5 ? 
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II 










WM 


國 






B 


m 




MM 


っ みれ 定食 


コブ ジャガ 定食 



変り メモリー 
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m 


_ 



—夕 つて どんなし くみな の だ？ 



IBM 
三代 目 


火曜日の 
日 変り 
オデン 定食 
右 まち 




「玉 クシ 
キユ ート」 
命令 どおりの 
操作を 
して るん ニ ャ 








おまち 


二 ！^^^^^^^^^ 

M?"" ^^^MKi tt K ? l_*L Lg & p [^ g ..li la „f!^m 


-O 9-500 

T3 0CKEH COMPUTER 


8 D n 

_ __ ■ 


3 _ a M 回 101 d 


sw 


N 


X J I: pfhi 


in 


賞 一 




ENTE 刀 


0 

B 

B 

s 


Jai 


s li l — > 


i 

B 0 _ 

.- la m j F 


fl 


ヴタ 





ピキ. 


& 


このす きに 
勘定 払わずに 
にげる の だ 
バイ チヤ 


■ 


6S 






































■ 





國 


igyiip 思 j 翻 


お 

い 





■ 




1 


釀画 




Ini 



グラムして みるの だ 
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MjpM l 


起 小型 
人工頭脳を 
入れた ほう 


ニヤ ロメ 


^/r 


まずい ことに 
なつた な 


殺して 

やる .つ 
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こ •同、 電^^ 
と、 じ、 子 $ 
も、 原， 計 、 s 

き' で、 機' だ 
る' 考 、と、 は 


■ 




これは 

チユ— リングの 
万能 計箅 機と 
いわれて いる 
もの ニ ャ 








- ■ " .7f 

: V- ■ 




パパは 

ア ホなん だから 
もつ と 』 

安物の 人工頭脳で パ 
いいんだ よ _ 



\ / 

0 



ポ ヶポヶ 
ポ ヶポヶ 







二つの ランプが 
両方と もつ て 
いる 時を 一 


消えて いる 
時を 〇 


だ 

の 

る 

て 


片方ず つで 

01 10 と 

ニヤり 

四つの 状態が 
示される 


章 

4 


テーブ の ほぅには 
一平 方 センチの 
正方形 一 単位に 
〇 か 一 の 数字が 
録音され て 

いる ニヤ ロ メ 


^^ Jirfl ai IH 

S 


p 


の 計算機を 


装備して やる と 


計算機は 

この テ— ブの 上の 
数字を 読み 


__ 


その 状態の A 

変化に したがい 
計算機の 内部 K 
状態を 変化 
させ テ— ブに 
新たに 数字を かきこむ 



原理 的には 

大型 n ンビ ユー办 

同じ 計算が 
〃無限" の 時間を 
使つ て 計算す る 
ことができ るん- 
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m 


この 

お ナス ー 山と 
キュ ーリ 三本で 
お いくら？ 


S 

_ 


0 


IK 




—3 
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まじめ 

教えて 





なら 

暗算 f : つて 
できる よ 
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人間の 脳は 右と 左では その 働きが ちかう こと 力 f 

わかって きた ニヤ ロメ ニ人の パパを 総合した のが 人間の 脳 ニヤ 


说 ア 


7 、 

で. 数 




量 


£1 


ご 


d 


記号 的 •算術 的 

欲 

、左み— ディジタル 的な 能力 




デイ ジタ ル 愦報を 雛 敗 的な 数卞を 机み 合. C せて 数 WI を ^: 现 する。 ふつう、 〇 * 1 で EK 別 
して r.l 11L M する。 アナ 〇 グとの讨洁'- 


を迚ぎ的な扑坪：^に ^ ぇてム现する 時扑でぃぇば、“轵の針 ! 7 > ^:度で 没 
r ィジ タルは a flfi を EI 1 いて 時間を-^ した I のこ 



— 





樹状 突起 


， シナプス （マッカ ーロの 
^ モデル）— 







神経 線 維 
H 終末 ボタン 


してみ るの だ 


第 4 章 プ 


神経 線碓は 
末端の ほぅで 
枝分かれして いて 
その 先は 
少し ふくらん f : 
「終末 ボタン」 
という ものに > 


神経細胞から 
神経細胞への 
電気 的な 信号が 
伝わつ ていく から 
われわれは 
なに かを 感じる 
わけなの ニ ヤ 




この ボタンは 
つぎの 神経細胞に 

くつつ くの ニヤ ロメ 










■ 

■ 


人間の 

神経の 組織と 
にて るね 


_ 


& 


の ^ 

脳の 4 
る^ J^p 一 
る V 

Tiv^M^ 


J 

» 


「第五 世代 
n ンビユ I 夕 」 は 

右 Ba 的 能力を 

もたせようと 

研究開発が 

つづけられて 

いる 



だから 今の 

コンビ ユ—夕 は 
人間の 左脳の 
かわりを 
やつて いると も 
考えられる 

ニヤろ 


■ 


画 


K 


_ 
_8li 

s 
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してみ るの だ 
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I 


_ 


i 


バケツが 

落ちて くる 
カ ンは 
働か 

なかった の 




際 


画 


I 




■ 

國 


酬 


わしの j 
カ ンビユ ー タ は/ 
ぶつ こわれ 

たの だ 


■ 


I 


あぶない 
の « ! 




コン ピユ ー タは 
カンに たよる ことは 
でき ニ ャいか ら 
物を 記憶させる 
にもたい へん ニ ャ 
ロメ ^ 



i 
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駅へ 行く 


クシ ーに 乗 


洗面 


だからた とえば 
朝起きて 
出勤す る 動きを 
コンビ ュ 1 夕に 

記 tt させよう とすると 

ブロ グラムが 必要 ニヤ 


そこで 
まず T ログ 
ラムの 流れを 
図に してみ る 
んニヤ 










だから 

プログラムが 
必要 ニ ヤと 
いつた ニ ヤ n メ 




5 


0 


つぎには A 
行 番号が 
あるから 
何 行 目に 
何を いれる か 
指定す る 
の 一ー ャ 


雄 一 


9 


そんなの 
暗算で 5 
です よ 




LV 


S 


n ンビユ ー タで 
やつて みると 



モ ードキ ー の 
PRO (ブ a 
を おす 


かんたんな 
プログラム だから 
余裕が ある 
まず In と 

おそう // 


n ンピユ ータは ノ 


暗算し 

ニヤい！ 



1 


H 


C — シック 
言語を 使って 
プログラムを 
ffl きこむ ニヤ D メ 


= 

5T 

:一 

a 

1 


0 






!UKKd 


H 


H 


免 • 





I 



ヤ 十の 


グラムして みるの だ 
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そして また 

エン タ ー 

30 行 目に 
改行して 
PRINT 

(プリント) 



そして 
エン ターね 
















INPUT (なになには〜 く ァ ー タ> 
を 読み こめ） 

LET (なになには〜 とせよ） 
PRINT (なになには〜 の 値を 
表示し ろ） 

END (これで ブロ グラムは オシ マ 
イ なの だ） 


匪 M 








\m 






iH ； t? 


クラムして みるの だ 













■■ 






たか マ 


ブチユ I たけで 
これ だ tt 
ブロ グラムを 
実行して くれる 
の だ 

マィコンより 

へんり な 

ママ* コンな の だ 






お ふ 5 

あがりの 

ビ丨ル 


お 食事 


チ レビの 
巨人 阪神 戦 も 
つけました よ 




さあ 

めしあがれ 



はい 

パスタ オル 
下着 _ 



ィン ブッ 

フチユ 丨 
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nUBii ■: All 





おつ 

野球 マシン 
だな 













一夕を 使う の だ 
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の だ 


ユー タを使 


第 5 章 声で 


その ハタ ーンを J 
— C に 記 It させ 
ふたたび 音声と して 
とりだ すん ニヤ 


たから 
人工 音声は 
人間の 音声と 
ちよつ とちが つた' 
感じに 聞こえる T 


人間の 音声の 
波形を 分析して 
みると 







_ 
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■ 


iiMwa 

InH 


關 
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かくし マィクで 
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そんな こと 
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手袋を して 
指紋を 
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利ん れン 
女 ごかた コ 
ね 時を 
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漢字を ぅちだす 
ブリン タ ー は 

「 7 ィ * K ツ ト • / 

マトリクス* ブリン タ 1 J が 
多く 使われて いるの ニヤ 




細い ワィヤ ー (針金) を 
切断す ると 断面は 
ドット (点) に ニ ャるだ ろ 



& 


この 印刷 部分を 
「へ ット J という 
んニヤ よ 




英数 宇は 

八 X 八 ドットで も 
表現が できる が 
漢字 だと 
十六 X 十六 か 
二十 四 X 二 +圈 に 
ニヤる 




使 

を 

夕 



ではない のか 



つかれる 
ダ ジヤ レ！ 



この 細い 針金を 
八本と か 十六 本 
二 十四 本を 
たてに ならべ 


’U7 


で 

声 

章 

5 

第 



息 



I 


電磁石に ょって、 
ィンク ♦リボンに 
ぅちつけ ると 
ハタ ーンが ぅてる 
わけ ニヤ ロメ 
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漢字を 作り 
だすんで すね 
7 ン 7 ン 
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複雑な 字は 
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fe v 代-、 
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J — s 第 | 種 水準の 
漢字 三千 字と 
カタ * ナひら が i 



英字に 

数字… 
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和文 

タイ ブライ 
夕— 

みたいだ ね 
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タィ ブラィ 
夕" 一 と 
ちがぅ のは 
この 板の 上の A 
文字を A/ 

専用の ペンで 
つっつく だけで 




すると CRT に 
その 文字が 
デ ィス ブレィ 
され るん-ー ヤ： 









^ it 






o 

o 


ブラウン管 
制御 回路 



の だ 


ュ—夕 を 使 



光を だして 
いる / I じ や 
なくて 
光を 受け 
とつて る 
んだね 


「ライトペン」 は 
ブラウン管 上に ノ| 
映し だされた 1 
文字を 直接 " 
画面 上で 
訂正で きる 

ニヤ ロメ /A 



ペンの 先に 
光を 感じ 
とり 

それを 
電気信号に 
かぇる 素子が 
ついている 
ん ニヤよ 
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5 章 声で 


実体化 

ブリン タ . _ が 
小さす ぎた！ 
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第 5 章 声で コンビ ュ ー タを使 



ディ スクは 四角い 
ジ ャケッ トの 中に 
入つ ている 
ひらひら (フロ ッ 
ビ ー) した 
円盤です よ _ /) 



表面は 

* セツ ト テ f プと 
同じよぅな 磁気 
記馆 のた めの 
酸化鉄 粉が 
ぬつ て ある ざん す 
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それを 

さらに 

十六の セクタ 1 
分けて ある 


ひとつの 
セクタ I に 
二百 五十六 
バィトの 情報が 
しまいこめる の 
ベラ マツ チヤ 
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上位 四 ビット 
の 十六 

下位 四 ビットの 
+ 六を かける と 
計 二百 五十六の 
文字 や 記号が 

あらわせる ことになるべ シ 



コンビ ユ—夕 の 中を 
流れる 文字は 
つぎの よぅな 信号に 
おきかえられて い る 
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の だ 


ータ を 使 


第 5 章 声で コン 


書き こんだ 〇 
読み だした 〇 
する 場所へ 
到達す る 
ために かかる 



何十 卷 といぅ 
百科辞典の 

フロ ツビ— ディスク 化に 
結びついて いくと 思 
われる ニヤ ロメ 


>のべ ん〇 さは 
いずれ…… 
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feiE 月の 元旦な めだ 


バカ ボン の パパから なのた 
お年玉 ハガ 4 か _当 たって いたら 
霣 品を わ し に かえす の だ 


自分に ^ 要な 
もの だ tt を 
入力して 、 
自分 だけの 
百科辞典 だつ 
できる わけ 


情報を 
貯金した 
ものな のか 




場所 ばかり 
とる 辞典より 
日本語の 
7 1 ド プロ セツ 
サーを 辞典と 
して 使つ たほうが 

いい ニヤ ロメ 


./JV 
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ひいた 
歳末 大 売り 
だしの 
福 弓 きか 
特等 赏に 
なったん だ 

よつ 
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そぅ 
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とかいつ て 
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第 6 章 円の 面積を 計算して みるの だ 


これは 
グリ ー ンの 
文字が 
でる-ー ャ 
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ふつぅの 
テレビと 
ちがう から 
デ イス ブレイ 
(表示 装置) 


c R T と 

いうん ニ ヤ 



項 


キシャ 
ポッポ が 
すきな の だ 

r Lv 


く 

それは 
ス チーム 

口 n モ 

テ イブの 

略 ニヤ ロメ 
ここでは 
関係 ニヤい 
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ディスク* ユニットと 
トツ ト. プリンタ* — が 
そろつ たの だ 



本体の 

パ 丨 y ナル 
n ンビ ユータ 
つなぐの だ 
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ぅごかしてノ'\ 
みようよ } 


キーポ ー ドは 
機種に よって 
多少ち がぅ が 
基本は もちろん 
同じ ニ ヤ 
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第 6 章 円の 面積を 計算して みるの だ 



二つ 入電 



本体の ほぅは 
デ ィス ブレィ 
* ラ C 
書かれた 


つぎに 電源 


デ イス ブレイと 
本体を つなぐ 
ときには 
デ イス ブレイの 
うしろに ある 


VIDEO - 1 N 


と lr かれた 
ジャッ クに 
本体からの 
ケ—ブ ルを 
さしこむ 

ニヤ D メ 




































第 6 章 円の 面積を 計算して みるの だ 


ディスク ユニットを 
つないだ からか 


機種 名が 
でて るの だ 



なんな の だ 
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フロ ツビ I 
ディ スクを 
つながないで 
スィ ツチを 
入れた 時と 
同じ 状態 

ニ ヤロメ 
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それが 
「フアン ク 
シヨ ン 表示 」 
ニヤ ロメ 
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そこを 頭に して 
文字が 

表示され ると 

いぅ 印 ニヤ ロメ 


― S 


とか 
でて る 


を おして 





プログラム 
するとき に 
•吏* つ 

命令 や 
記号^ 

あらかじめ 
登録して 
おける の ニ セ 





文字が 
でて るよ 
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ベ だ 行 こ 

シ つ# れ 

た 号は 


半径 （R) を 入力して 円の 面積 （S) 
を 求める プロ グラム 



10 INPUT fr HANKEl = M ；R 
20 LET Sf 3.14159 ホ R 水 Ft 

PRINT " HANKEr , R T fr NO MENSEKI 
40 END 


でと 丨〇 未と TT S 
すい 行 知き はは 
ねう 目の ま 3 答 
こに R つ •で 
と 入を て 1 
れ い 4 

ろ る 1 

か 5 
ら 9 


紙 求よ まま 
にめ うちず 
書る にが 
い プっえ 
て 口 円 二 
み グのャ 
よ ラ 面い 
うム積 
二 1 ■を 
ヤを 




よし 
じ や 今は 
ディスクは 
使わ U ャい 
から …. : 




システム 
ディスクは 
ぬいて 
スイ ツチを 
きつて おこう 




十 種類の 
記号が 

フアン ク シヨ ン 
キーに 登録 
して ある 

ニ ヤ 
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第 6 章 円の 面積を 計算して みるの だ 




キ—だ 
シフ トキ— 


SHIFT 


いつしよ 

おしてみ 


コンビ 


夕が 


大文字に 
なおして 
くれ るん ニ ヤ 




小文字の 

•じを 

ぅてば 





画面の 

字が 

消えた の だ 
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ッ トが かつやく してる の だ 


光 センサ 
(視覚) 


嗅覚 センサ 
(鼻) 


触覚 センサ 
(皮虜 ) 


機械的な 刺激 
圧覚 •痛覚な どや 
温覚 •冷覚 も ある 



Ui へ " 


ガス や 湿度を 
かぎわける 
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圧カ センサ 
変位 センサ 
磁気 センサと 




j れは また 
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福祉 ロボットと 
よばれる もの も 
作られて いる 

ニ ヤロメ 


「服従 機能」 
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盲人の 人が 
行きた くても 


ある 場合 
よけて 通る 
「不服従 機 


盲導犬 
ロ ボット 
ニ ャんか 

そぅだ 二 
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7 ン ワン 
障害 犬 
どいて 
くた さい 
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迷路を いかには やく 
脱出す るかを 
判断す る プログラム 
作りが たいせつなん ニヤ 


だ 

の 

る 

て 
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力 

が 


その 速さを 
きそぅ 

「マイクロマウス 
競技」 といぅの が 
各国で ひらかれて 

いる ニヤ ロメ 
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では 

その ロボットを 
わしに かして 
くれ 
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ット がかつ やくして るの だ 


X 固定シ ー ケン ス * 〇 ボ 



仕事の 順序 や 
内容が きめら 
れ ている ロ ホツ 


その 情報が ^ 
かんたんに 変え 
ら S ぃ 、 
マニ ユビユ レ I 夕- — か 

使用され ている / 

ニ ヤロメ へ、 


1 ノ 

ぎ 
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そぅだ ニ ヤ 


II 


これは 人間 か 

マニ ユヒユ レ* — ^ ^ ~ 々 し 

ぅごかして 教える と 
あとは その 記 1 S どおり 
作業を する ロボット 


I 


日産 自動車の 
工場に ある 
ブレィ パック 
ロボットには 
ヾ百惠 ち やん〃 
といぅ ニ ック 
ネ — ^ か 
ついて るん 二 
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バック- 

ブレィ 

バック- 
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百 恵ち やん が 
なつかしい のた 


w__ 0 i 
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7 章 ロボ ッ ト がかつ やく してる のた 


第三 条 ロボット (i 自らの 

存 a を m らな く て は なら 
ない。 /: たし t てれは 第 I 
第二の 原則に 這 反しな 
い 場 4 口 r . 限る。 


第二 条 


ロ ボットは 人間の 
命令 (: 従わなくて fi 
ならない。 ただし 第 
条の像 則に 反する 命 
令は， その 限りでは 

# H LK. 〇 

4 I- 



ロボ ットと 
いぅと 

入 間の ょぅな 
かたち や 働きを 
する ものと 思つ て 
いた けれど 
いろいろ あるん 
だね 
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それに 
最近は 
へ ビゃ 

ガ ニの まねを 
する 

「動物 ロボ ッ K 
も あるん ニ ヤ 



そう 

用途に よつ て 
ずいぶんと ちがぅ 

ニヤ n メ 


00 


1 S 
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乾 ® 池で 
うこく 

「メ * ニ マル 
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ツ トが かつやく してる の だ 







なんの ために 
使つ ている 
の だ？ 



テレビ * メラと 
起 音波で 
海底の 地形 
調査を 行い A 
海底 地図を 
作 るん ニヤ 
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こんなの 
こまる よ- 
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がかつ やくして るの だ 



わしの 

せきにんでは 
ありません 
の だ！ 
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大工さん は 
いらない 
の だ 
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n ンピユ I 夕 

制御が 

どんどん 

進歩 すれば 

人間に かわつ ず 
n ボット か 
いろいろな 
仕事を する 
よぅになる 
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それは 
いいけ ど 
人間が 
失業す る 
心配 も ある 
の だ 


ただいま 
なの だ 

7 -- kr 


i 


画 


バカ ボンの 
パパは 4 

^9 つ^ 4J 

失業して 
遊んで いるから 
心配ない 

ニヤ ロメ 
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ッ ト がかつ やく してる の だ 




オミ ヤゲは 
これな の だ 




お ふろが 
わいて ます 
よ 

/JK 


ソ ツクリ さん 
ロ ボットは 
よくい V ? こと 
きくから 
いい 子な の だ 







はい 

ビ ー ル おつぎ 
しまし よ 



こんな 

ロボットが ヰ 

登場す る __ 
のは A/ 
まだまだ 
さきのこと ニヤ 





第五 世代 
n ンビユ ー タが 
開発され A 
それが A 

ロ ボットに 
利用され る 
ようになつ たら 


挪 _ 


e 


すご 




世界の 
産業 用 a ボ 
ットの 七 +% は 
E 本に あると 
いわれて い f 
ねえ ワンワン 


V 



本格的な 
知能 a ボッ - 
はや'^ 
ともたち に 
なりたい ね 
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でも 

わし だけは 

ロボットに 

できません 
の だ 
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商品 コー ドを 入力しなさい。 

伝票 合計： PF 3 在庫 問い合わせ ： PF 6 


200 


合計 


3303 

500 1 
7200 


タイ コン 
タマ ネギ 
ジャ ガイ モ 


70 

100 

30 


70 

20 


商品 コー 


商品名* 咸 格 


単 個 


数 M 


金額 


売上 伝票 発行 画面 


得意先 コ 


担当者 区分 伝票 番号 
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得意先 名： バカ ボン さま 
住所： 中 落 合 1_3 — 15 


ン つてなん なの だ 


8 章 オフ イス* 才一 
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HU 
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シンジ ュクク 


ナカ オチ アイ 
バカ ボン 


1-3-15 

パパ サマ 

0001 




し シンジ ユクク シモ オチ アイ 3 — 9 — 8 
^ ナガ タニ クニオ サマ 

〇 0002 


シマ ク シ イナ マチ 5 — 6 — 337 
トキワ ソウ タ ロ ウサ マ 




0 


ト シマ ク シ イナ マチ 4 一 12 — 19 


お得 意 さまに 発送す る 年賀状 や 
ダイレク トメ— ルの あて 名 も 
カナ 文字 処理の パソコンを 使って 
かんたんに できる からべ ンリ！ 



請求書 や 
納品書 も 
発行で きる し 







帳簿 いらず ね 
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¥>>3 50 

¥350 
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いちいち 

レジの 

キ ー ボ ^ ~ ドを 
たたく 
必要がない 
t です 



棒 (パ—) の 
間 かくで 
商品の コ j ドを 
表示して いる 
t AL で"^ 









て 
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工場 
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になっ た 諸君で したら、 その 限 リない 魅力に とりつかれて しまった ことで しよう。 

そうした 技 抓 さえもう 1 L 六 万円の セツ トで 子 伊に も ^ ^ ^ める のです 
r 聞を のぞく と電 ^11 公 y 力 本のべ ー ジをめ くる ロボットと、 人 T 音声で、 H 本の 文字を 読み 
あげてし まう m # 機を 開発した とあります。 

r 掛なら 九九- il % 以 ^ ^ の 雜率で 正しく 読んで しまう というので すから、 M きます.. 



い ^ 、 コン ピユ ータの 能力を もつ て すれば、 あま リ にも 当然と いう ことなので しよう か。 いず 
れ にしろ、 こうした 機械が 安く 生 鹿され るよう になれば、 & 人の 方々 は 点字から 解放され るで し 

上、 つり 

ワ—ド プロセッサ ーは 、いまのところ 商業文 用の ものが 一般には 普及して いますが、 いずれ 
ぼくたち や 小説家の ような 芸術的な 削 作に も 役立つ 機植も 登場す ると 思います U 

そして i 右い 人々 が 做 場に 出る 時代には、 もう 111 式な 帳簿 や 伝 ^ が 机上から ほとんど 姿を il ' i して 
いるに ちがいありません。 

めんどうで 単純な 作業は、 コンビニ— 夕や ロボットが やって くれます。 人 問は、 より 人 IrlJ らし 
く' ^ かな 感情、 やわらかな 感性を たっぶ り 貯える ように 努力し なけれ はなり ません」 

、丨 ドウ エア だけが 扱えれば，： s 慢 できる なんて、 そんな jM れた J 5' え 方では" 将来の コン ビコ ー 
夕 社会は' 暗い ものに なつて しまいます L 

駿械を 乍つ たリ扱 つた リ する ことが、 もっ とも ^ 手な 人々 こそ、 機械が 将米 どう あるへ きかを 
主張すべき 時です。 

数学. 機械 tf 痴 のぼく が、 この 探険に 飛び こんだ の もそう いった 意味が 大いに 含まれて いるの 
です。 

この 本で、 LSI の怍リ 出す 世界に 一歩で も 近づけ' 親しく 感じられる ようになって 下されば 




こんな うれしい ことは あリ ません。 

あとは 皆さんが デ ハ— 卜の ォモ チャ 売場で もい い、 マィコン-ショ ップ でもけ っこう、 実 ^ こ 
この Ilk で firf かめ 手で® a てみ る ことです， 

あわてて 機械を 買う こと もないで しょう。 

コン ピユ —夕に 対 IL ; する センスを やしなえば いいのです。 

そして、 その 中に， M 分の 生活に どうしても 必要な ものが あれば、 憤 M に 選びとり ましょう 。 H 
本人は 丨 ^ という 言い方は きらいです が、 現代人は 流行に 乘 っかっ ていないと 心配に なり、 思わ 
ずなんでも 買っ てし まう。 そんな ことのない ように' 自分の 视点 をキ ッチ リ決 める ことです。 

ただ、 うんと 若い うちは 科学を 遊ぶ 心 も' 大いに 必要 だと 思います D 科学を スボ —ツ する こと 
によ v て im lv をき たえる といいで しょう" 

残念な ことに、 ぼくらの 年齢に なって しまう と、 そんな スタミナは もうありません。 こう ャつ 
て、 マン ガ にかく こと だけで も、 へ 卜へ 卜に なって しまいました。 

マン ガ ，グラフ ィッ ク .マシ ーンが あって、 ぼくが 口で 言う 通りに 自由に かいて くれたら な あ 
VJ いうのは 二十 数年 まえからの 夢です。 

しかし、 それさえ も 第五 世代 コン ピユ —夕が 開発され た 後には、 かな リ 可能に なって きそうな 
勢いです。 
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ぬまで 




ち どで ハい から、 それを 使つ てみたい。 その 時、 この 本を 手に したら、 どんな 


気持が する でしょぅ か 


0 


V 

/ 


ピ ; u スに象 形 文字を 書いた 男が、 グ ー テンべ ル グに ばつた リ出 会った ような ショックに 製 わ 


れる かもしれ ません 


〇 


この丰のへ || > _*編犯を逃めてぃただぃた波乘社の坂崎靖司、山 [-1 哲夫 ^ 、本の刊行に怡熱を注 
でいた だいた ) 4 河 靖氏 、節 本 降ぶ さんに 感謝 致します。 

この 本を かくに あたつ て、 人 変 お 1 N : 诂にな リ ました 、㈱ U 立 ^ 作 MJT 中央 研究所の 岩 田倫叫咚卜 


に、 心から お ^ 巾 一 ^ あげます.. また r 祁 せんの ^ をと \ 
礼 中し あ ( f ます. 
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d ル 先^ r にも ^ く お 
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漫画 界に新 分野を 開いた 


かきおろし 三 ヤロ メーシ ： 


おもしろ 数学 教 






国際的 数学者 •矢 野 健太郎 先生 推薦 


1 


この 本に よつ て" 数学く わず 嫌い \ 数学 アレル 
ギ の 人が ひとりで も 多く， 数学の 楽し さ、 
美し さを 味わつ て くれれば うれしい と 思います r 


数学を B り 離して は 考えられない 视 代人の 
生活.： 丨^^ は、 ゼ □の 発兒 、分数の 誕生 
から、 方程式、 筆' 微 砧 分、 相対性理論 

まで、" n ンビユ ータ .エ ィジ" に 生きる 大 
人に も f 供に も 絶対必要な 「数学的 センス」 
を ニヤ ロメが 解説した ものです。 親子で 数 
学 i しめる、 と大評 利の ベスト セラ—。 


♦ 



2 


f 


ダ 


11 





おもしろ 宇宙論 



東京大学 宇宙 地球科学 教室 教授 •小 尾信彌 先生 推薦 

フアン タジツ クで 神秘的な { 1 產_ に 日夜 没頭し 
ている f の 第一線 科 Hti と 同じ 世界に、 一歩 
を 踏み出す ことができる ことを 保証し ます。 


は、 真の， を 求め 続けた 人 問の 営 
みと、 その 成果を、 小は 原子の 構造から' 
大は _ の 起源、 ブラック ホ— ル、 7 ィン 
シュタィンの 相対性理論まで、 最新の デー 
夕を盛 りこんで、 マンガ で わかりやすく 解 
説した ものです。 親子 そろつ て、 神秘と 謎 
に 満ちた 世界に 遊んで みません か。 



















理学博士. 三菱 化成 生命科学 研究所 室 長大 島 泰郎 先生 推 


人類に 大変な 問題を 投げ かけて いる 一 生命科学」 
の 最新 情報が 得られる と 同時に、 人類の 未来を 
予見す る わかりやすい ハンドブックと いえる、 

迫3^-操作で ;)- リを圯めている" 1; 命科 ^ , 

は、 & 榀 •既薬品—エネルギーの—淹を始 
め、 R たちの 也？ S に A : きくか かわって いま 
す。本 ^ で、 1: 命の涎 1: 、 0 ~<の発兄. 

クロ ^ 人 問" バィオ テクノロジ— など、 

11 命 料 学の jli iju 線を 兄る ことができます。 

近 ^ 米の sg を圾 ^ してみ ません か。 
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